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泌尿 器科 領域 におけ るFleroxacinの 臨床 的検 討
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新 しい経 口抗菌薬fleroxacinを尿路感染症35例 お よび急性精巣 上体炎4例,計39例 に使用 した。主

治医判定 による有効率 は,急 性単純性膀胱炎 と急性 精巣上体炎が ともに100%,複 雑性尿路感染症が

61%で あ った。UTI基 準 による複雑性尿路感染症 に対 す る総合臨床効果 は72%で,菌 消失率は92%

であった。副作用は発疹お よび嘔気が各1例 に,臨 床検査値 の異常 変動 は好酸球増多が1例 認め られ

たが,す べて軽度 かつ一過性であ った。以上 よ り本剤 は尿路感染症 お よび精巣上体炎 に有用 である可

能性が示唆 された。
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今回われわれ は新 しく開発 されたピ リドンカルボ ン酸

系薬剤 であるfleroxacinを尿 路感染症 お よび急性精巣上

体 炎に使用 し,そ の臨床効果 を検討 したので報告 する。

対 象は神戸大学医学部附属病 院泌尿器科お よび西 脇市

立 西脇病院泌尿器科 を昭和62年6月 より平成元年7月 ま

での期 間に受診 し,試 験参加 に同意の得 られた尿路感染

症 お よび急性 精巣上体 炎,計39例 で,投 与症例 の要約

をTable 1～3に 示 した。性 別は男性25例,女 性14例 で,

年齢 分布 は18歳 か ら83歳 にわた った。疾患 名は急性単

純性膀 胱炎3例,慢 性 複雑性腎盂 腎炎4例,慢 性複 雑性

膀胱 炎28例 お よび急性精巣上体 炎4例 であ る。複雑性尿

路感染症 の基礎疾患 は腎盂腎炎では腎結石1例,膀 胱尿

管逆流症1例,腎 嚢胞1例 お よび腎盂腫瘍1例 であ り,膀

胱 炎では前立腺肥大症8例,神 経 因性膀胱12例,前 立腺

腫 瘍2例,膀 胱腫瘍,経 尿道的膀胱腫瘍切除術後,膀 胱

白板症,前 立腺結石,膀 胱憩室 および尿道狭窄各1例 で

あ った。

本剤の投与方法 は急性単純性膀胱 炎では1回200mg又

は300mgを1日1回,3日 間又は4日 間経 口投与 した。複

雑性尿路感染症で は1回100mgか ら300mgを1日1回 又は

2回,2日 間から7日 間経 口投与 した。 また,急 性精巣上

体炎では1回200mg又 は300mgを1日1回,5日 間又は7日

間経口投与 した。投与量,投 与期 間は主治医の判断によ

り決定 した。MIC測 定 は日本化学療法学会標準法 に従い,

Table 1. Clinical summary of uncomplicate UTI patients treated with fleroxacin

AUC: acute uncomplicated cystitis

YLO: yeast- like organism

* before treatment

/ after treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: Dr's evaluation

*〒650神 戸市中央区楠 町7-5-2
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Table 2- 1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with fleroxacin

CCP: chronic complicated pyelonephritis

CCC: chronic complicated cystitis

* before treatment

/ after treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: Dr' s evaluation

BPH: benign prostatic hypertrophy

TUR- P, Bt: transurethral resection of prostate or bladder tumor

VUR: vesico- ureteral reflux

CNS: coagulase- negative staphycococci
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106CFU/ml接 種で施行 した。

臨床効果は,尿 路感染症 は主 治医判定 およびUTI薬 効

評価基準(第3版)I)に 従い,急 性精巣上体 炎は尿 中細菌,

尿中白血球,自 覚症状 の推移 から主治医に より判定 され

た。

主治医判定が可能であ った急性単純性膀胱 炎3例,複

雑性尿路感染症32例 お よび急性 精巣上体 炎4例 に対す る

有効以上(著 効+有 効)の 有効率 は急性単純性膀胱炎では

100%,複 雑性尿路 感染症で は著効23%,有 効39%で,

61%の 有効率 であ った。 また,急 性精巣上体炎は4例中

著効2例,有 効2例 であ った。

UTI薬 効評 価基準 に合致 した急性単純性膀胱炎は3例

中1例 で,Staphylococcus aureusが 消失 し,総 合臨床効果

は著効で投与 後出現菌 は認め なか った。

Table 2- 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with fleroxacin

CCC: chronic complicated cystitis

BPH: benign prostatic hypertrophy

* before treatment

/ after treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: Dr' s evaluation
TUR- P: transurethral resection of prostate

GPC: Gram- positive cocci

GNC: Gram- negative cocci
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Table 3. Clinical summary of epididymitis patients treated with fleroxacin

* before treatment

/ after treatment

複雑性尿路感染症のUTI薬 効評価基準 合致例 は18例 で,

総合臨床効果 では著効4例,有 効9例,無 効5例 であ り,

有効率は72%で あ った。UTI薬 効評価基準に よる病態群

別総合臨床 効果で は,単 独菌感 染症例で は77%,複 数

菌感染症例 では60%の 有効率 を得た。複雑性 尿路感 染

症における細 菌学 的効 果で は,Staphylococcus haemolti-

cusの1株 とPseudomonas aeruginosaの1株 のみが除菌 され

ず,全 体の菌消 失率 は92%で あ った。 また,投 与後 出

現菌は4菌 種,6株 であ り,Staphylococcus epidermidis,S.

haemolyticusそれ ぞれ2株,Enterococcus faecium,Staphy-

lococcus hominisそれぞれ1株 であ った。 また,投 与後 に

菌が検出された症例は18例 中6例 あ り,全 体 に占める割

合は33%で あ った。

起炎菌 に対するMICと 菌消失率 との関連性で は,除 菌

され な か った2株 の う ちS.haemolyticusのMICは100

μg/ml以上で,P.aeruginosaは12.5μg/mlで あ った。

副作用 発現例 数 は39例 中2例,5.1%で あ り,そ の内

訳 は発疹 および嘔気がそ れぞれ1例 認め られたが,い ず

れ も投与 中止 に より消失 した。 臨床検査 値の異常変動 の

あった症例 は,本 剤投与前後 に血 液一般,肝 機 能,腎 機

能検査 を実施 した37例 中好酸球の上昇 した1例 のみで,

2.7%の 発現 頻度であ った。

以上 の成績 か ら,本 剤 は尿路感染症 および急性精巣 上

体 炎に対 して1日1回 投 与 で も有効 であ り,安 全 な薬剤

である可能性が示唆 された。
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A new orally active antimicrobial agent, fleroxacin, was administered to 35 patients with urinary tract infection and 4

patients with acute epididymitis. Clinical efficacy was evaluated according to the criteria of the Japanese UTI Committee. The

overall clinical efficacy in complicated UTI was 72%. No serious side effects were observed.


